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1. お使いになる前に 

1.1 絵表示について 

本書では、特に取り扱いに注意を必要とする事項や行為を禁止する事項について、以下

の絵表示を使用しています。 

感電の危険を示す絵表示 
 

注意を促す絵表示 
 

行為を禁止する絵表示 
 

1.2 安全上のご注意 

本製品のご使用（設置、配線、運転、保守）に際しては、本書をよくお読みいただくと

ともに、安全に対して十分に注意を払って正しく取り扱いをしていただくようお願いい

たします。 

ご使用時には次の点にご注意ください。 

 仕様の範囲外の環境で使用すると、感電、火災、誤動作、製品の

損傷あるいは劣化につながりますのでおやめください。 
 

 お客様による製品の改造や変更は、本来の性能を発揮できない

ばかりか、感電、火災、誤動作、製品の損傷あるいは劣化につな

がりますのでおやめください。 

 

 本体に金属粉・ほこり・水などが入らないようにしてください。感

電、火災、誤動作、製品の損傷あるいは劣化につながります。 

 

 直射日光はさけ、定格をこえる温湿度の場所や結露の起きやすい場所では使用しない

でください。 

 

 可燃性ガスや発火物のある場所では使用しないでください。 

 

 激しい振動や衝撃のある場所では使用しないでください。 
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 配線時は必ず電源を切って作業してください。 
 

 通電中は端子に直接触れないでください。感電、誤動作の原因

となります。 

 

 

1.3 取扱説明書について 

本書は、ST-SP323-5 デジタルパネルメーターの取扱説明書です。 

接続されるセンサにつきましては、別途付属の取扱説明書を併せてご覧ください。 

 

 本書で使用する用語「瞬時表示」とは入力電流に比例した表示を表します。

また、入力電流を割合で表す「割合表示」以外のスケーリングされた値の表

示も「瞬時表示」と呼びます。 

 

 本書で使用する用語「プリセット値」とは警報出力の設定値を表します。 
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2. 概要 

2.1 機能概要 

 計装信号(４～２０mA)入力 ・ 5 桁表示 

計装信号として一般的な４～２０mA を入力し 5桁(－9999～99999)で表示します。 

表示はスケーリングされた値(例えば 0.0～100.0％)に変換することができます。 

 

 警報出力 2 点付き 

リレーC接点の警報出力が 2点可能です。 

警報は上限または下限の設定が可能です。 

 

 リニアライズ演算機能 

入力信号を最大２０折れ線(２１ポイント設定)の近似直線とすることができます。 

タンクの液面位置から液容量に換算する場合に使用できます。 

 

 センサ用電源付き 

DC24V 150mA の電源をセンサ電源として供給可能です。 

 

2.2 フロント部の各部名称と機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 フロント部外観図 
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 ① 表示桁（赤色）（Ａ～Ｅ） 

  １）計測時は現在の計測値を表示します。 

  ２）初期化時 

     Ａ～Ｅ：「   （Ａ，Ｂはブランク），     」を表示します。 

  ３）設定一覧表示時 

     Ａ  ：ブランク表示。 

     Ｂ～Ｅ：「      （Ｐｒ．Ｓｔ），      （Ｍｄ．Ｓｔ）， 

      （ＳＣ．Ｓｔ），      （Ｌｎ．Ｓｔ）」を表示します。 
  ４）モード、アナログ調整モード設定時(第 4．3 項、第４．６項) 

     Ａ  ：設定 No.を表示します。 

     Ｂ～Ｅ：設定値を表示します。 

  ５）スケーリング値、プリセット値設定時(第 4．４項、第４．２項) 

     Ａ  ：”－”，“０～９”を表示します。 

     Ｂ～Ｅ：“０～９”を表示します。 

  ６）リニアライズ設定時(第 4．５項) 

    ・タイトル表示の場合 

     Ａ～Ｅ：「      （Ｌｎ．０１Ａ）～       （Ｌｎ．２１Ａ） ， 

               （Ｌｎ．０１ｂ）～       （Ｌｎ．２１ｂ）」を 

表示します。 

    ・設定表示の場合 

     Ａ  ：“０～１”を表示します。   （Ｌｎ．０１Ａ ～Ｌｎ．２１Ａ 設定時） 

        ：”－”，“０～９”を表示します。（Ｌｎ．０１ｂ ～Ｌｎ．２１ｂ 設定時） 

     Ｂ～Ｅ：“０～９”を表示します。 

  ７）モードプロテクト設定時(第 4．3 項) 

     Ａ～Ｅ：「       ，     」を表示します。 

 

 

 ②～⑤ 警報出力ランプ（赤色）（１～４） 

計 測 時：ＯＵＴ１～４出力中に各ランプが点灯します。 

      出力は OUT1 および OUT2 の 2 点しかありません。 

設 定 時：プリセット値設定時、現在設定中の出力ランプが点灯します。 

         スケーリング設定時、各設定により出力ランプが点灯または、点滅します。 
 

 ⑥ 割合表示ランプ（緑色）（％） 

計 測 時：割合表示値が表示中に点灯します。 

 

設 定 時：スケーリング値設定時、割合表示設定の場合に点灯または、点滅します。 

 

 ⑦ 外部入力ランプ（緑色）（ＨＤ） 

計 測 時：外部入力（端子台 ６－７番）が入力されたときに点灯します。 

 

 ⑧ オーバー表示ランプ（赤色）（ＯＶ） 

計 測 時：瞬時表示の場合、－９９９９未満、または９９９９９を越えると点灯します。 

      割合表示の場合、－９９９．９未満、または９９９．９を越えると点灯します。 

      「      」表示の場合、点灯します。 

 

 ⑨ シフトキー   

 

  計 測 時：    と共に２秒以上押すと、現在の表示を "０" に調整します。 

           （ゼロ調整機能を有効にする場合はモード№３の設定が必要です） 

       ：2 秒以上押すと、ゼロ調整の偏差データが表示します。 
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  設定一覧表示時：表示器に表示している設定に移行します。 

 

  設 定 時：点滅表示している位置（桁）を右へ移動させます。 

 

：モード設定時、   を押しながら   を押すと降順で 

モード№(表示器Ａ)の切換えをおこないます。 

（ｄ→Ｃ→ｂ→Ａ・・・１→０→ｄ→Ｃ→ｂ・・・） 

 

：リニアライズ設定時、   を押しながら   を押すと降順で 

タイトル表示の切換えをおこないます。 
         （Ｌｎ．２１ｂ →Ｌｎ．２１Ａ → Ｌｎ．２０ｂ→ ・・・ 

 → Ｌｎ．０１Ａ→ Ｌｎ．２１ｂ → ・・・） 
 

：アナログ調整モードのアナログ入力設定時、このキーを押している間 

現在登録されている入力ｂｉｔデータを表示します。 

 

 ⑩ ダウンキー  
 
  初 期 化時：初期化選択状態中（   表示）に   を押すと表示が「     」 

となり、初期化をおこないます。その後は計測動作に移行します。 

 
  計 測 時：モードプロテクト機能を呼び出し、変更する場合に使用します。 

        （２秒以上ＯＮ：現在のモードプロテクト状態を表示 → 変更無し 
８秒以上ＯＮ：モードプロテクト状態を変更          ） 

 

  設 定 中：モード、プリセット値、スケーリング、リニアライズの設定時は、 

設定桁（点滅表示している桁）の数値を下げます。 

：アナログ調整モードのアナログ出力設定時、出力ｂｉｔデータを下げます。 
 

 
 ⑪ モードキー 
 
   電源投入時：   を押しながら電源をＯＮすると、テストモードに移行します。 
           （テストモードから抜ける場合は電源をＯＦＦにします） 
 
   計 測 時：   のみ２秒以上押すと設定一覧表示へ移行します。 
 
   設定一覧表示時：設定表示の切換えをおこないます。 
         （Ｐｒ．Ｓｔ → Ｍｄ．Ｓｔ → ＳＣ．Ｓｔ → Ｌｎ．Ｓｔ  

→ Ｐｒ．Ｓｔ → ・・・） 
 
   設 定 時：モード設定時、モード№(表示桁Ａ)の切換えをおこないます。 
        （０→1→2→3・・・９→A→０→1→2・・・） 
 
        ：スケーリング値設定時、設定内容の切換をおこないます。 
 
       ：プリセット値設定時、ＯＵＴ１～４の切換えをおこないます。 

 
       ：リニアライズ設定のタイトル表示時、タイトル表示の切換えをおこないます。 

         （Ｌｎ．０１Ａ →Ｌｎ．０１Ｂ → Ｌｎ．０２Ａ→ ・・・  
→ Ｌｎ．２１ｂ→ Ｌｎ．０１Ａ → ・・・） 

 
       ：リニアライズ設定の設定内容表示時、タイトル表示へ切換えをおこないます。  

 
        ：アナログ調整モード設定時、アナログ調整№(表示桁Ａ)の切換えを 

おこないます。（ブランク→A→b→C→d→ブランク→A→ｂ） 

Mode 

Mode 

Mode 

Mode 

Mode 
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 ⑫ アップキー 
 
   計 測 時：    と共に２秒以上押すと、現在の表示を "０" に調整します。 

        （ゼロ調整機能を有効にする場合は、モード№３の設定が必要です） 
 

      ：   と共に 5 秒以上押すと、電源ＯＮ時の状態から計測を再スタート 

します。（*1 動作リセット） 

 

設 定 時：モード、プリセット値、スケーリング、リニアライズの設定時は、設定桁
（点滅表示している桁）の数値を上げます。 
：アナログ調整モードのアナログ出力設定時、出力ｂｉｔデータを上げます。  

 
 ⑬ エンターキー 
 
   電源投入時：    を押しながら電源をＯＮすると、“   ”表示となり、 

初期化選択状態となります。 

 
   計 測 時：瞬時表示と割合表示の切換えをおこないます。（モード№０の設定が必要です） 

 
 
       ：   と共に 5 秒以上押すと、電源ＯＮ時の状態から計測を 

再スタートします。（*1 動作リセット） 
 
  設定一覧表示時 ：計測表示に移行します。 
 
  設 定 時：各設定（モード、プリセット値、スケーリング、リニアライズ設定） 
        時に設定値の登録をおこない、設定一覧表示に移行します。 
 
       ：アナログ調整モード設定時は、表示中の値を登録します。 
 

 

 ⑭ リセットキー 
 
  電源投入時：    を押しながら電源をＯＮすると、アナログ調整モードに移行 

します。 
 
  初 期 化時：初期化選択状態中（   表示）に   を押すと初期化せずに計測 

動作に 移行します。 
 
   計 測 時：２秒以上押すと、警報出力の解除をおこないます。 
 
   設 定 時：各設定（モード、プリセット値、スケーリング、リニアライズ設定） 

時に設定値の登録をおこなわず、設定一覧表示に移行します。 
 
       ：アナログ調整設定時、   を 2 秒以上押すことにより計測表示に 

移行します。 
 
   

＊1 動作リセット 
     計測表示中に    ＋    を 5 秒以上押すと、電源ＯＮ時の状態から 

計測をスタートします。 
 

     ノイズ等で動作不安定などの場合にお試しください。 
 

 

 

ENT 

ENT 

RST 

RST 

ENT 

RST 

RST 

ENT 
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3. 取り付け 

3.1 取り扱い上の注意 

 水平に取り付けてください。 

 板厚１．０mm～４．０mm のパネルに取り付けてください。 

 取付金具のねじは締めすぎないように注意してください。 

 取付金具のネジは締めすぎるとケースが破損するおそれがあります。 

 

3.2 取り付け方法 

パネルカットして、前面よりメータを挿入してください。 

付属のゴムパッキンをメータと取付板の間に挟んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メータの左右両サイドに取付具を挿しこんでください。 

 

 

取付金具を後側（端子台側）にスライドさせ、ドライバー 

でねじをまわし、メータをしっかり固定してください。 

（左右両サイド） 

 

 

 

図 2 本体の取り付け図 
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3.3 配線上の注意 

 

 配線作業は、必ず電源を遮断してから行ってください。 
 

 端子にゆるみがないか、電源投入前に必ずご確認ください。 
 

本機は非常に微小な信号を処理しますので、その性能を発揮するために次の事項に注意

して配線してください。 

 配線長をできるだけ短くする 

 電源ラインおよび電力ラインと、本機の配線を分離する 

 リレー、電磁スイッチなどのコイル製品には必ずサージ吸収装置をとりつける 

 

3.4 配線方法 

配線は、本体後面の端子台に接続します。 

接続は下図をご確認のうえ誤配線の無いよう配線してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 端子台接続図 
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3.5 入出力回路 

１．電流入力部／センサ用電源部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．外部入力部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．警報出力部 

 

 

 

 

 

 

 

４．電流出力部(オプション) 
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4. 各種設定 

4.1 設定表示一覧 

正面の種々キーを押しながら電源を投入したり、   キーを長押ししたりすることで各

モードに移行します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪設定表示一覧のキー操作方法≫ 

１．    キーを 2秒以上押します。 

２．設定一覧表示に入り表示器に      と表示されます。 

 

操作キー 表示部 操作内容 

     Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

            

      ↓ 

            

      ↓ 

           

      ↓ 

           

     ↓ 

            

      ↓ 
 

 押すごとに設定表示の切換えをします。 
「Ｐｒ．Ｓｔ（プリセット値設定）」 
       ↓ 
「Ｍｄ．Ｓｔ（モード設定）」 
       ↓ 
「ＳＣ．Ｓｔ（スケーリング設定）」 
       ↓ 
「Ｌｎ．Ｓｔ（リニアライズ設定）」 
       ↓ 
「Ｐｒ．Ｓｔ（プリセット値設定）」 

 
 設定をおこなう表示を選択してください。 
 
 
 
 
 
 

Mode 

Mode 

Mode 
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 押すと各設定に移行します。 
 各設定項の操作にしたがい、設定変更してく 
 ださい。 
 
 
 

    
 
 

 

 押すと計測表示に戻ります。 
 
 各設定が終了しましたら    を押してください。 

 

 各設定メニューから設定一覧表示に戻ると、「       」表示となります。 

 

4.2 プリセット値の設定 

警報出力（ＯＵＴ１～ＯＵＴ４）のプリセット値（設定値）を設定します。 

設定範囲は、－９９９９～９９９９９ です。 

 

 本書で使用する用語「プリセット値」とは警報出力の設定値を表します。 

 

 後述の “モード No．４～９” 「警報出力：共通設定」 の設定も行う必要があります。 

 

≪プリセット値設定のキー操作概要≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瞬時表示と割合表示どちらで出力させるかによって、設定条件が異なります。 

 

〔瞬時表示に対して出力させる場合〕 

 １．表示範囲と設定範囲が同一ですので、設定範囲内の任意の５桁を設定してください。 

                     設定範囲：－９９９９～９９９９９ 

 

ENT 
ENT 

ＯＵＴ１：プリセット値設定99 99

99 99 ＯＵＴ２：プリセット値設定
Mode

RST

ENT

設定一覧表示　「　　　　　　　」 時

99 99 ＯＵＴ３：プリセット値設定

99 99 ＯＵＴ４：プリセット値設定

9

9

9

9

Mode

Mode

Mode

設定一覧表示　「　　　　　　　」 
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〔割合表示に対して出力させる場合〕 

 １．表示範囲と設定範囲が＋（正値）設定の場合、設定範囲の最上位の対照桁が存在 

しません。 

   設定すると表示範囲外の値となり、警報出力が機能しない状態となります。 

   従って＋（正値）設定の場合は、必ず最上位桁に “０” を入力してください。 

                  例：設定範囲：－９９９９～０９９９９ 

 

２． 最小オーバー値｢－９９９.９点滅｣または、最大オーバー値｢９９９.９点滅｣の状態は 

最上位桁の設定にかかわらず、強制的に出力がＯＮまたはＯＦＦとなります。 

 

≪プリセット値設定のキー操作方法≫ 

 １．    を２秒以上ＯＮすると、「     」表示となります。（設定一覧表示） 

 ２．    を押すとプリセット値設定となり、ＯＵＴ１～ＯＵＴ４の設定ができます。 

 
操作キー 表示部 操作内容 

 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
  ９ ９ ９ ９ ９ 

 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ●→○→○→○ 

   を押すごとにＯＵＴ１～ＯＵＴ４設定の 
 切換えをおこないます。 

 
 ┌ → OUT1→OUT2→OUT3→OUT4 → ┐ 
 └─────────────────┘ 
 
 切換え時、ＯＵＴ１～ＯＵＴ４の各プリセット 
 値に対応するランプが点灯します。 

   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
  ９→９→９→９→９ 
  ↑       │ 
  └─←───←─┘ 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ● ○ ○ ○ 
 

 
 点滅表示の位置（桁）を右へ移動します。 
 １度押すごとに１つずつ右へ移動します。 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
  ９ ９ ９ ９ ９ 
  ↑ 
  └（-），０～９ 
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ● ○ ○ ○ 
 
 

 
  を押すと点滅表示の数値が１ずつ上がり 

 ます。 
    ┌ →（-）→０→１→・・・→９→  ┐ 
    └────────────────┘ 

を押すと点滅表示の数値が１ずつ下がり 
 ます。 
    ┌ →（-）→９→８→・・・→０→  ┐ 
    └────────────────┘ 
 表示桁Ａは、（－：マイナス）設定が可能です。 
 表示桁Ｂ～Eの表示範囲は、０～９迄です。 

   

Mode 

Mode 

Mode 
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  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
  ９ ９ ９ ９ ９ 
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ● ○ ○ 

 
    を押すとＯＵＴ２設定となります。 

  と     で希望の設定値にしてくだ 
 さい。 
 
 ＯＵＴ３，ＯＵＴ４設定も同様です。 
 
 

   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
    Ｐ ｒ．Ｓ ｔ 
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ○ ○ ○ 
 

 
    で設定値を登録し、設定一覧表示に戻り 
 ます。 

 
 
 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
    Ｐ ｒ．Ｓ ｔ 
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ○ ○ ○ 

 
 設定一覧表示に戻ります。     と異なり、 
 設定値の登録が行われないので注意が必要 
です。 

 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
    計 測 表 示 
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ○ ○ ○ 

 
   を押すと計測表示となります。 

 

 設定値を登録中(     を押してから設定一覧表示に戻るまで)は電源を切らないでくだ

さい。 

 

 小数点位置は出力表示が                                     

「瞬時表示」の場合は"モード№０"で設定した位置に連動します。             

「割合表示」の場合は ０．０の固定位置となります。                     

「機能停止」の場合は 小数点なしとなります。 

 

 出力表示が「瞬時表示」で小数点位置を "０．００００" に設定した場合、 

  －０．００００～ －０．９９９９の値は「         ～         」と表示します。 

 

 リレー出力は OUT１および OUT２のみです。                           

OUT３および OUT４はランプ動作を行います。            

 

 

 

 

Mode 

Mode 

ENT 

ENT 

ENT 

RST 

ENT 

ENT 

ENT 
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4.3 モードの設定 

計測動作の設定を行います。 

≪モード設定のキー操作概要≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪モード設定のキー操作方法≫ 

 １．   を２秒以上ＯＮすると、｢     ｣表示となります。（設定一覧表示） 

  ２．    を１回押すと、「     」表示となります。 

  ３．  を押すと、モード設定となり、計測動作の設定ができます。 

 

操作キー 表示部 操作内容 

 
 
 
 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
  ０．０ ０ ０   
  ↑ 
 モード No. 
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ○ ○ ○ 
 

 
 モード No.を変更します。モードは０～A まで 
 あります。 
   ┌ →０→１→・・・→A→┐ 
   └────────────┘ 
    を押すごとにモード№が順に変更します。 
                〔昇順動作〕 

    を押しながら   を押すごとにモード 
№が逆に変更します。     〔降順動作〕 

 
 

Mode 

Mode 

Mode 

  を

押しな

がら 

Mode 

Mode 

Mode 
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ENT 

ENT 

ENT 

 
 
 
 
 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
  ０．０→０→０   
    ↑   │ 
    └←─←┘ 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ○ ○ ○ 

 
 点滅表示の位置（桁）を右へ移動します。 
 １度押すごとに１つずつ右へ移動します。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
  ０．０ ０ ０   
        ↑ 
        └０～４ 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ○ ○ ○ 
 
 
 
 

 
   を押すと点滅表示の数値が１ずつ上がります。 

   ┌ →０→１→２→３→４→ ┐ 
   └────────────┘ 
   を押すと点滅表示の数値が１ずつ下がります。 

   ┌ →４→３→２→１→０→ ┐ 
   └────────────┘ 

 設定項目ごとに数値変化が異なります。 

  最大９まで上がるものもあります。 

 
 同様の手順でモード№A までの必要な箇所の 
 設定を行います。 

 

 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
    Ｐ ｒ．Ｓ ｔ 
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ○ ○ ○ 
 

 
   で設定値を登録し、設定一覧表示に戻ります。 

 
 

   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
    Ｐ ｒ．Ｓ ｔ 
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ○ ○ ○ 
 

 
 設定一覧表示に戻ります。    と異なり、 
 設定値の登録はおこないませんので注意して 
 ください。 

 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
    計 測 表 示 
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ○ ○ ○ 

 
   を押すと計測表示となります。 

 

 設定値を登録中(     を押してから設定一覧表示に戻るまで)は電源を切らないでくだ

さい。 

 

 

 

ENT 

RST 

ENT 

ENT 
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≪モード設定内容≫ 

モード No.  演算機能・表示方式・小数点位置の設定 

０ 
 
 

 
   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
   ０．０ ０ ０   
 
                小数点位置 
                ０：     ０ 
                １：   ０．０ 
                ２：  ０．００ 
                ３： ０．０００ 
                ４：０．００００ 
 
                表示方式 
                ０：瞬時／割合表示切換 
                １：瞬時表示固定 
                ２：割合表示固定 
   
                演算機能 
                ０：通常演算 
                １：リニアライズ演算 

［ 小数点位置 ］ 
  瞬時表示の小数点をどの表示位置に点灯させるかを設定します。 
  例えば、表示が "１０００" の場合に、小数点位置を "３" と設定すると 
  "１．０００" になります。 
 

 小数点位置を "０．００００" に設定した場合、－０．００００～ －０．９９９９

の値は「         ～         」と表示します。（ゼロサプレスなし） 

 
［ 表示方式 ］ 
  ０：瞬時／割合表示切換 
    前面   で瞬時／割合表示値を切換えて表示します。 
  １：瞬時表示固定 
    瞬時表示値を表示します。割合表示値への切換えはできません。 
  ２：割合表示固定 
    割合表示値を表示します。瞬時表示値への切換えはできません。 
 

 「０：瞬時／割合表示切換」を選択時、電源投入後の表示は、瞬時表示と

なります。（電源切時の表示状態を保持しません） 

 

［ 演算機能 ］ 
  ０：通常演算 
    現在の入力をそのままスケーリング設定をもとに演算表示します。 
  １：リニアライズ演算 
    リニアライズ機能を使用します。（後述 第４．５項 参照） 

 

 

 

ENT 
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モード No.   最下位桁補正・領域ゼロ表示機能の設定 

 
１ 

   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
   １．０   ０   
  
                領域ゼロ表示機能 
                ０：機能無効 
                １：機能有効 
 
                最下位桁補正 
                ０：通常表示 
                １：０固定表示 
                ２：０または５を表示 

 ［ 領域ゼロ表示機能 ］ 
  任意の最大／最小瞬時表示値の 2 点間をゼロ表示する場合に使用します。 
  ０：機能無効 
    領域ゼロ表示機能は無効となり、機能しません。 
  １：機能有効 
    領域ゼロ表示機能は有効となります。 
    スケーリング設定の領域ゼロ最小／最大表示値の設定で機能します。

（後述 第４．４項 参照） 

 

 ［ 最下位桁補正 ］ 
  瞬時表示値の最下位桁（最右桁）表示方法を設定します。 
  ０：通常表示 
    瞬時表示値を表示サンプリング時間毎に表示します。 
  １：０固定表示 
    常に０を表示します。 
  ２：０または５を表示 
    瞬時表示値が０～４の時は０を、５～９の時は５を表示します。 

 

モード No.  表示サンプリング時間の設定 

 
２ 

 
   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
   ２．  １．０   
 
                表示サンプリング時間 
                ０．１～１０．０秒（０．０は１０．０秒） 

 ［ 表示サンプリング時間 ］ 
  入力信号を設定された時間で計測し、平均値を表示するものです。 
  この設定は表示のチラツキ防止や表示安定に使用してください。 
 

 表示サンプリング時間を変更した場合、変更前の表示サンプリング時間が

終了した後に有効となります。 
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モード No.  ゼロ調整・外部入力の設定 

 

３ 

   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

   ３．０   ０   

 

               外部入力 

                ０：ピークホールド 

                １：ボトムホールド 

                ２：ホールド 

                ３：入力幅表示 

                ４：強制ゼロ機能 

  

               ゼロ調整 

                ０：ゼロ調整無効・クリア 

                １：ゼロ調整有効 

                ２：ゼロ調整無効 

 ［ 外部入力 ］ 

  外部入力端子（端子台６－７間）をＯＮしている時の機能を設定します。 

  これらの機能は、瞬時表示／割合表示ともに有効で、外部入力端子がＯＮの 

  間は、ＨＤランプが点灯しています。 

 

  ０：ピークホールド            〔機能時、表示値点灯状態〕 
    外部入力端子がＯＮの間は、表示値を常に最大表示値で更新します。 

    ＯＦＦにすると通常の計測表示に戻ります。 

  １：ボトムホールド            〔機能時、表示値点灯状態〕 

    外部入力端子がＯＮの間は、表示値を常に最小表示値で更新します。 

    ＯＦＦにすると通常の計測表示に戻ります。 

  ２：ホールド               〔機能時、表示値点灯状態〕 

    外部入力端子がＯＮの間は、ＯＮした時点の表示値を保持します。 

    ＯＦＦにすると通常の計測表示に戻ります。 

  ３：入力幅表示              〔機能時、表示値点灯状態〕 
    外部入力端子がＯＮの間は、その間の「最大表示値－最小表示値」を 

    表示します。ＯＦＦにすると通常の計測表示に戻ります。 

 

  例えば、外部入力端子がＯＮ状態のまま、今までの最大値が６００、最小値 

  が１００の場合、「６００－１００」となり、表示値として「５００」が 

  表示されます。 

 

  ４：強制ゼロ機能             〔機能時、表示値点灯状態〕 
    外部入力端子がＯＮの間は、ＯＮした時点の表示値を"０"とします。 

    機能中の表示値は、偏差分を加えて表示していきます。 

    ＯＦＦにすると通常の計測表示に戻ります。 

 

  例えば、現在の入力が "１２mA" で表示値が "５０００" の場合、 

  外部入力端子をＯＮにすると、表示値が "０" となります。 

  外部入力端子がＯＮの間は「入力 "１２mA" ＝ 表示値 "０"」として 

  スケーリング表示します。 
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 機能中の警報出力は内部の計測値（通常の計測表示）の結果に対して判

定出力します。 

 

 機能中のアナログ出力(オプション)については、モード№ Ａ ｢出力方式｣

の設定により出力選択が可能です。 

 

 機能中の表示値は、モード№ ２ ｢表示サンプリング時間｣に同期して表

示更新されます。（ホールドを除く） 

 

 外部入力端子はＯＮエッジで認識するため、外部入力端子がＯＮのまま

設定変更した場合は、一度ＯＦＦにしてから再度外部入力端子をＯＮにし

てください。 

 

３ 
 ［ ゼロ調整 ］ 

  計測表示時にゼロ調整（   ＋   ２秒押しで、瞬時表示値を"０"にする 

  機能）を有効にするか無効にするか選択します。 

 

  ０：ゼロ調整無効・クリア 

    偏差データを「０」にし、ゼロ調整機能を停止します。 

  １：ゼロ調整有効 

    ゼロ調整機能が動作します。（偏差データは記憶されます。） 

  ２：ゼロ調整無効 

    偏差データを保持し、   ＋   ２秒押しで、瞬時表示をゼロに 

    する機能を停止します。 

 

≪ゼロ調整のしかた≫ 

 ゼロ調整を「有効」とした場合、計測動作時に    ＋    を２秒以上 

 押すと現在の瞬時表示（領域ゼロ機能を無視した）を"０"にします。 

 調整された偏差データは記憶されます。 

                             図４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 スケーリング設定内容を変更すると、偏差データの調整が必要となるため

再調整してください。 

 

 

（表示値）

この表示値でゼロ調整する

ゼロ調整された表示
偏差分
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３ 

 

≪ゼロ調整の偏差データのみかた≫ 

 計測動作中に    を２秒以上押すと（押している間のみ）偏差データ 

 を表示します。 

 

[ゼロ調整の設定例] 

 瞬時表示値が「５０．００」時にゼロ調整をおこなうと偏差データの表示 

 は「－５０．００」となります。 

 
 

モード No.  警報出力：共通設定（１） 

 
４ 

 
   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
   ４．０ ０．０   
 
                警報出力状態判別時間（ＯＵＴ１～４に有効） 

                ００．１～９９．９秒 
                （００．０は機能停止） 

 ［ 警報出力状態判別時間 ］ 

  プリセット設定値（しきい値）をこえて出力領域になってから、設定時間内 

  に継続して出力領域にある場合に出力します。 

 
  尚、設定時間内に出力領域外になると、警報出力状態判別時間は解除され 
  ます。 

 【警報出力状態判別時間 設定例】              図５ 
 
                 警報出力状態判別時間：５．0 秒 時 
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モード No.  警報出力：共通設定（２） 

 
５ 

 
   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
   ５．０ ０ ０ ０ 
 
               表示ヒステリシス値 （ＯＵＴ１～４に有効） 
                ００００～３９９９ 

［ 表示ヒステリシス値 ］ 
  ＯＵＴ１～４のプリセット設定値に対し、００００～３９９９迄 
  （小数点を無視した４桁）の任意の設定した値で表示ヒステリシス動作を 
  おこないます。 
  設定する値は、瞬時表示／割合表示関わらず表示値で設定します。 
 

 ＯＵＴ１～４（モード№ ６～９） の「表示ヒステリシス動作」設定で    

「１：有効」を選択すると表示ヒステリシス動作をしますが表示ヒステリシス

値が  "００００" の場合は、ＯＵＴ１～４全てが｢０：無効｣と同じ動作となり

ます。 

 

 表示ヒステリシス動作ではＯＵＴ１～４（モード№ ６～９）の「出力モード」設

定で必ず「０：比較」を選択してください。  「１：保持」では機能しません。 

 

 表示ヒステリシス値はＯＵＴ１～４に対し共通設定値となっています。   

ＯＵＴ１～４ の「出力表示選択」設定で個別に｢１：瞬時表示｣と｢２：割合表

示｣を選択すると表示値レンジに関わらず設定した値で表示ヒステリシス

動作をします。  従って表示ヒステリシス動作をする場合は 瞬時表示

／割合表示のどちらかでご使用下さい。 

 

 【表示ヒステリシス動作有効時のタイミングチャート】     図６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            斜線部分が表示ヒステリシス値の部分です。 
 

 

表示値 

時間 

上限比較出力 

下限比較出力 

下限比較出力（遅延） 

表示ヒステリシス値 
プリセット設定値 
表示ヒステリシス値 
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モード No.  警報出力：ＯＵＴ１の設定 

 
６ 
 

   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
   ６．０ ０ ０ ０ 
 
               表示ヒステリシス動作 
                ０：無効 
                １：有効 
 
               出力モード 
                ０：比較 
                １：保持 
 
               上限／下限選択 
                ０：上限 
                １：下限（即） 
                ２：下限（遅延） 
 
               出力表示選択 
                ０：機能停止 
                １：瞬時表示 
                ２：割合表示 
 
  警報出力は、計測値とプリセット値との比較結果により判定出力します。 
  プリセット値の設定は、前述「第 4.3 項プリセット値設定のしかた｣を 

  参照してください。 

［ 表示ヒステリシス動作 ］ 
  表示ヒステリシス動作の無効もしくは有効かを設定します。 
  ０：無効 
    表示ヒステリシス動作をしません。 
  １：有効 
    "モード№５" の設定値で表示ヒステリシス動作をします。 

［ 出力モード ］ 
  警報出力の出力形式を設定します。 
  ０：比較 
    表示値がプリセット値以上、もしくは以下になった時に出力します。 
    表示値が設定範囲外になると出力ＯＦＦとなります。 
  １：保持 
    表示値がプリセット値以上、もしくは以下になった時に出力します。 
    １度出力するとリセット入力がＯＮされるまで出力を保持します。 

［ 上限／下限選択 ］ 
  どのような条件で警報出力するかを設定します。 
  ０：上限 
    「表示値 ≧ プリセット値」の時に警報出力します。 
  １：下限（即） 
    「表示値 ≦ プリセット値」の時に警報出力します。 
  ２：下限（遅延） 
    １度「表示値 ＞ プリセット値」になった状態から 
    「表示値 ≦ プリセット値」の時に警報出力します。 
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［ 出力表示選択 ］ 
  どの表示に対して警報出力するか、または機能停止を選択します。 
  ０：機能停止 
    ＯＵＴ１警報出力の機能を停止します。 
  １：瞬時表示 
    瞬時表示値とプリセット値を比較します。 
  ２：割合表示 
    割合表示値とプリセット値を比較します。 

 

モード No.  警報出力：ＯＵＴ２の設定 

 
７ 
 

 
   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
   ７．０ ０ ０ ０ 
 
               表示ヒステリシス動作 
                ０：無効 
                １：有効 
 
               出力モード 
                ０：比較 
                １：保持 
 
               上限／下限選択 
                ０：上限 
                １：下限（即） 
                ２：下限（遅延） 
 
               出力表示選択 
                ０：機能停止 
                １：瞬時表示 
                ２：割合表示 

 
 設定方法は前項 "モード№６"「警報出力：ＯＵＴ１の設定」と同様です。 
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モード No.  警報出力：ＯＵＴ３の設定（ランプ動作のみ） 

 
８ 
 

  警報出力ＯＵＴ３はランプ動作のみ機能します。 
 
   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
   ８．０ ０ ０ ０ 
 
                表示ヒステリシス動作 
                ０：無効 
                １：有効 
 
                出力モード 
                ０：比較 
                １：保持 
 
                上限／下限選択 
                ０：上限 
                １：下限（即） 
                ２：下限（遅延） 
 
                出力表示選択 
                ０：機能停止 
                １：瞬時表示 
                ２：割合表示 
 
 設定方法は前項 "モード№６"「警報出力：ＯＵＴ１の設定」と同様です。 
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モード No.  警報出力：ＯＵＴ４の設定（ランプ動作のみ） 

 
９ 
 

  警報出力ＯＵＴ４はランプ動作のみ機能します。 
 
   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
   ９．０ ０ ０ ０ 
 
                表示ヒステリシス動作 
                ０：無効 
                １：有効 
 
                出力モード 
                ０：比較 
                １：保持 
 
                上限／下限選択 
                ０：上限 
                １：下限（即） 
                ２：下限（遅延） 
 
                出力表示選択 
                ０：機能停止 
                １：瞬時表示 
                ２：割合表示 
                ３：断線検知 
 
 設定方法は前項 "モード№６"「警報出力：ＯＵＴ１の設定」と同様です。 

［ 出力表示選択 ］ 
 ３：断線検知 
  ｢入力信号≦－２０％Ｆ.Ｓ.｣となった場合に断線と判断し、瞬時表示／ 
  割合表示とも「－ － － － －点滅｣となった時、比較または保持で断線 
  検知を出力します。 
 
[断線機能の条件および検知方法] 
  ｢入力信号≦－２０％Ｆ.Ｓ.｣となった場合に断線と判断し、瞬時表示／ 
  割合表示とも｢－ － － － －点滅｣。断線検知のフラグとしてＯＵＴ４ 
  (ランプ動作)を出力します。 
 

 断線検知のレベルはアナログ調整モードのアナログ最小／最大入力値の

調整によって検知ポイントが変動します。 

 

 断線検知で｢－ － － － －点滅｣となっている間は瞬時表示／割合表示

とも｢       ｣（スケーリング設定）で設定した勾配に比例し、内部デー

タ上、最小オーバー値｢－９９９９点滅｣または、最大オーバー値｢９９９９９

点滅｣の値に置き換えられます。従って警報出力はその内部データと比較

して出力します。                                   

アナログ出力についても同様で｢        ｣（スケーリング設定）で設定

した勾配に比例し、強制的に０％または１０２．４％の出力となります。 
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[モードプロテクト機能] 
  モードプロテクト機能をＯＮにするとモード設定時の      キー入力を無効と 
  し、設定値を変更できない状態にします。 
 
  モードプロテクト機能の呼び出しかた、および設定方法は、計測時に下記のキー操作で 
  おこなってください。 
 
≪モードプロテクト機能のキー操作方法≫ 

操作キー 表示部 操作内容 

 
      
 
 
 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
  Ｌ － ｏ Ｆ Ｆ 
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ● ○ ○ 
 
（モードプロテクト状態：現在） 

 計測表示の状態で２秒以上押します。 
 現在のモードプロテクト状態が表示され 
 ます。 
 〔出荷時は「ＯＦＦ」となっています〕 
 
 
 
 

 
      
 
 
 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
  Ｌ － ｏ ｎ   
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ● ○ ○ 
 
（モードプロテクト状態：変更後） 
 

 そのまま続けて８秒押し続けますと 

 モードプロテクト状態が変更されます。 
  
 ※ＯＦＦの時はＯＮに、ＯＮの時はＯＦＦ 
  に変更となります。 
 
 

 
      
 
 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
    計 測 表 示 
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ● ○ ○ 
 
（モードプロテクト状態：変更後） 
 

 

    を押すのを止めると計測表示に戻り 

 ます。 
 

 

 プリセット値、リニアライズ、スケーリング設定はモードプロテクト機能に関係無く、設定値

を変更できます。 

 

 各インジケータランプはモードプロテクト中も計測データに対し動作表示します。 
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4.4 スケーリングの設定 

≪モード設定のキー操作概要≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪設定項目内容とお知らせランプ動作≫ 

№ 設定項目 設定内容 
お知らせ表示 

ランプ動作 

①  最小表示値  瞬時表示の最小表示値を設定します。 OUT1 点灯 

②  最小表示のアナログ入力値 
 最小表示に対するアナログ入力値を設定 
します。※１ 

OUT1 点滅 

③  最大表示値  瞬時表示の最大表示値を設定します。 OUT2 点灯 

④  最大表示のアナログ入力値 
最大表示に対するアナログ入力値を設定 
します。※１ 

OUT2 点滅 

⑤  0.0 ％時の瞬時表示値 
割合表示が０．０％時の瞬時表示値を設定 
します。 

％表示点灯 

⑥  100.0 ％時の瞬時表示値 
割合表示が１００．０％の時の瞬時表示値
を設定します。 

％表示点滅 

⑦  領域ゼロ最小表示値 
領域ゼロ表示の最小表示値を設定します。
※２ 

OUT３点灯 

⑧  領域ゼロ最大表示値 
領域ゼロ表示の最大表示値を設定します。
※２ 

OUT３点滅 

⑨  アナログ出力最小表示値 アナログ最小出力時の表示値を設定しま
す。 

OUT４点灯 

⑩  アナログ出力最大表示値 アナログ最大出力時の表示値を設定しま
す。 

OUT４点滅 

 

   ※１ 入力値設定時に    （先押し）＋    を押すと、現在入力されている 

アナログ値が設定値に書き換えられます。 

   ※２ 「領域ゼロ最小表示値 ＜ 領域ゼロ最大表示値」の条件で設定してください。 

   ※３ リニアライズ演算時、①～④の設定は無効となります。 
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【瞬時表示：№①～④】 

  リニアライズ計測が無効時、最小表示値、最大表示値、およびそれに対するアナログ 

  入力値を設定し、２点間を結ぶ勾配で計測します。 

  リニアライズ計測有効時は、リニアライズ設定にて計測します。 

 

  最小／最大表示値 

   設定範囲：－９９９９～９９９９９（小数点はモード№０に連動） 

 小数点位置を "０．００００" に設定した場合、－０．００００～ －０．９９９９の値は

「         ～         」と表示します。 

 

 最小／最大表示のアナログ入力値の設定範囲は４．００ ～ ２０．００（ｍＡ）です。 

 

 「最小表示値 ＝ 最大表示値」と設定した場合、表示は変化しません。 

 

 最小／最大表示のアナログ入力設定値は、設定範囲外の設定にしないでください。 

 

 「最小表示のアナログ入力設定値 ＜ 最大表示のアナログ入力設定値」以外の設定に

しないでください。 

 

 

 [瞬時表示値の設定例] 

 

  アナログ入力が４～２０mA で、アナログ入力値「４mA」時に、瞬時表示値を 

  「－１０００」とし、アナログ入力値「２０mA」時に、瞬時表示値を「５０００」 

  としたい場合の設定は、下記のとおりとなります。 

 

               １ ２ ３ ４  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  最小表示値        ● ○ ○ ○  ― １ ０ ０ ０ （－１０００） 

 

               １ ２ ３ ４  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  最小表示のアナログ入力値 ◎ ○ ○ ○  ０ ０ ４．０ ０ （４．００mA） 

 

               １ ２ ３ ４  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  最大表示値        ○ ● ○ ○  ０ ５ ０ ０ ０  （５０００） 

 

               １ ２ ３ ４  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  最大表示のアナログ入力値 ○ ◎ ○ ○  ０ ２ ０．０ ０ （２０．００mA） 

 

                        Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  モードＮｏ．０               ０．Ｘ Ｘ ０   （小数点位置“０”） 
 

     ●・・・ランプ点灯     ○・・・ランプ消灯 

     ◎・・・ランプ点滅     Ｘ・・・任意設定値 

 

 

 

 

   瞬時表示は、下図のとおりとなります。             図７ 
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瞬時表示値

割合表示値

100.0％

50.0％

0 2000 5000

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【割合表示値：№⑤～⑥】 

 

  ０．０%時の瞬時表示値と１００．０%時の瞬時表示値を設定し、2 点間を結ぶ勾配で 

  割合表示します。 

  設定範囲：－９９９９ ～ ９９９９９（小数点はモード№０に連動） 

 

 小数点位置を "０．００００" に設定した場合、－０．００００～ －０．９９９９の値は

「         ～         」と表示します。 

 

 「０．０%時の瞬時表示値 ＝ １００．０%時の瞬時表示値」と設定すると表示は「９９９．９」

でフラッシング表示します。 

 

[割合表示の設定例] 

 

  瞬時表示値「－１０００」時に０．０％の割合表示とし、瞬時表示値「５０００」時に 

  １００．０％の割合表示としたい場合の設定は、下記のとおりとなります。 

 

                ％    HD  ＯＶ   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  ０．０％時の瞬時表示値   ●   ○ ○   － １ ０ ０ ０ （－１０００） 
 

                ％    HD ＯＶ   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  １００．０％時の瞬時表示値   ◎   ○ ○   ０ ５ ０ ０ ０ （５０００） 

 

     ●・・・ランプ点灯     ○・・・ランプ消灯 

     ◎・・・ランプ点滅 

 

   割合表示は、下図のとおりになります。             図８ 
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【領域ゼロ表示値：№⑦～⑧】 

 

   領域ゼロ最小表示値と領域ゼロ最大表示値の 2 点間をゼロ表示します。 

 

    設定範囲：－９９９９ ～ ９９９９９（小数点はモード№０に連動） 

 

 小数点位置を "０．００００" に設定した場合、－０．００００～ －０．９９９９の値は

「         ～         」と表示します。 

 

 「領域ゼロ最小表示値 ＜ 領域ゼロ最大表示値」以外の設定を行うと正しく機能しませ

ん。 

 

 [領域ゼロの設定例] 

 

   瞬時表示値を「１０００」から「３０００」の間を瞬時表示値「０」としたい場合の 

   設定は下記のとおりとなります。（瞬時表示設定は、瞬時表示の設定例と同様） 

 

              １ ２ ３ ４   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  領域ゼロ最小表示値   ○ ○ ● ○   ０ １ ０ ０ ０ （１０００） 

 

              １ ２ ３ ４   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  領域ゼロ最大表示値   ○ ○ ◎ ○   ０ ３ ０ ０ ０ （３０００） 

 

                        Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  モードＮｏ．１               １．Ｘ   １  （領域ゼロ機能有効） 
 

     ●・・・ランプ点灯     ○・・・ランプ消灯 

     ◎・・・ランプ点滅     Ｘ・・・任意設定値 

 

  領域ゼロ機能有効時の瞬時表示は、下図のとおりになります。       図９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アナログ出力表示値：№⑨～⑩】 

 

   アナログ出力最小時の表示値と、アナログ出力最大時の表示値を設定します。 

 

    設定範囲：－９９９９ ～ ９９９９９（小数点はモード№０に連動） 

 

アナログ入力値

20mA

-1000 0 5000 瞬時表示値30001000

領域ゼロ機能無効時

領域ゼロ機能有効時
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 小数点位置を "０．００００" に設定した場合、－０．００００～ －０．９９９９の値は

「         ～         」と表示します。 

 

 「アナログ出力最小表示値＝アナログ出力最大表示値」と設定するとアナログ出力は最

小値となります。 

 

[アナログ出力の設定例] 

 

  アナログ出力を４～２０mA で瞬時表示に同期して出力させ、表示値「－１０００」 

  時に出力を最小（４mA）とし、表示値「５０００」時に出力を最大（２０mA） 

  としたい場合の設定は下記となります。 

 

               １ ２ ３ ４  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  アナログ出力最小表示値  ○ ○ ○ ●  － １ ０ ０ ０ （－１０００） 

 

               １ ２ ３ ４  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  アナログ出力最大表示値  ○ ○ ○ ◎  ０ ５ ０ ０ ０ （５０００） 

 

                        Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  モードＮｏ．Ａ               Ａ．０   １   （瞬時表示） 

                                 （表示サンプリング時間に同期） 

 

     ●・・・ランプ点灯     ○・・・ランプ消灯 

     ◎・・・ランプ点滅 

 

  アナログ出力は、下図のとおりになります。             図１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アナログ出力方式を "表示サンプリング時間に同期" に設定した場合は内部の表示 

サンプリング時間毎で出力します。                                

表示値に比例して出力させる場合は、 "表示値に同期” に設定します。 

 

 アナログ出力は設定した勾配に比例しますが、最小オーバー値「－９９９９点滅」または

最大オーバー値「９９９９９点滅」になると強制的に０％または１０２．４％の出力となりま

す。                                                   

〔出力最小時の表示値設定 ＜ 出力最大時の表示値設定〕の場合             
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｢－９９９９点滅｣・・・・・・・０％出力                                 

｢９９９９９点滅｣・・・１０２．４％出力                                  

〔出力最小時の表示値設定 ＞ 出力最大時の表示値設定〕の場合            

｢－９９９９点滅｣・・・１０２．４％出力                                

｢９９９９９点滅｣・・・・・・・０％出力                                  

また、アナログ入力信号が以下の条件となった場合も強制的に０％または１０２．４％の

出力となります。                                            

入力信号 ≦ －２０％Ｆ．Ｓ．で表示が「－ － － － －点滅」となる場合（断線検知） 

 

 

≪スケーリング設定のキー操作方法≫ 

  １．   を２秒以上ＯＮすると、「     」表示となります。（設定一覧表示） 

  ２．   を２回押すと、「     」表示となります。 

  ３．   を押すと、スケーリング設定となり、入力表示値および出力表示値の設定が
できます。 

 

操作キー 表示部 操作内容 

    Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
  ０ ０ ０ ０ ０ 
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 

  ● ○ ○ ○ 

    を押すごとに設定値の切換えをします。 

 

「最小表示値」→「最小表示のアナログ入力値」→ 

「最大表示値」→「最大表示のアナログ入力値」→ 

「０．０%時の瞬時表示値」→「１００．０%時の 

瞬時表示値」→「領域ゼロ最小表示値」→「領域 

ゼロ最大表示値」→「アナログ出力最小表示値」
→「アナログ出力最大表示値」 

    切換え時、各設定に対応したランプが点灯・点滅 

します。 

 

最小表示値設定時 OUT1 点灯 

最小表示のアナログ入力値設定時 OUT1 点滅 

最大表示値設定時 OUT2 点灯 

最大表示のアナログ入力値設定時 OUT2 点滅 

０．０%時の瞬時表示値設定時 ％点灯 

１００．０%時の瞬時表示値設定時 ％点滅 

領域ゼロ最小表示値設定時 OUT3 点灯 

領域ゼロ最大表示値設定時 OUT3 点滅 

アナログ出力最小表示値設定時 OUT4 点灯 

アナログ出力最大表示値設定時 OUT4 点滅 
 

Mode 

Mode 

Mode 

Mode 
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  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  ０→０→０→０→０ 

  ↑       ↓ 

  └───────┘ 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 

  ● ○ ○ ○ 

 点滅表示の位置（桁）を右へ移動します。 

 

        と併用してご希望の設定値にあわせてくださ 

 い。 

 

    
 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  ０  １ ０ ０ ０ 

   ↑  ↑ 

   │  └０～９ 

   └（-） ，０～９ 

 

 

    を押すと点滅表示の数値が１ずつ上がります。 

    ┌ →（-）→０→１→・・・→９→  ┐ 

    └────────────────┘ 

を押すと点滅表示の数値が１ずつ下がります。 

    ┌ →（-）→９→８→・・・→０→  ┐ 

    └────────────────┘ 

 表示器Ａは、（－：マイナス）設定が可能です。 

 表示器Ｂ～Ｄの表示範囲は、０～９迄です。 

 

 最小／最大表示のアナログ入力値の設定は必

ず設定範囲内にします。 

 

 小数点位置を "０．００００" に設定した場合、  

－０．００００～ －０．９９９９の値は

「         ～         」と表示します。 

 

   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  ０ ０ ０. ０ ０ 

 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 

  ◎ ○ ○ ○ 

 最小／最大アナログ入力値設定時のみ有効な操作です。 

    を押しながら   を押すと、現在入力されて 

 いるアナログ入力信号を取り込むことも可能です。 

             〔ティーチング機能〕 

 ティーチング後、アナログ入力値設定の表示値は、 

 ティーチングしたアナログ値を表示します。 

 

 取り込み範囲は、必ず設定範囲内で操作してく

ださい。 

 

 
  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
    Ｐ ｒ．Ｓ ｔ 
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ○ ○ ○ 

 設定値を登録し、設定一覧表示に戻ります。 
 各表示値の設定が終了しましたらこのキーにて設定 
 値を登録してください。 

 
  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
    Ｐ ｒ．Ｓ ｔ 
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ○ ○ ○ 

 
 
 設定一覧表示に戻ります。     と異なり、設定値 
 の登録はおこないません。 

   を 

押しながら 

ENT 

RST 

ENT 
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   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
    計 測 表 示 
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 

  ○ ○ ○ ○ 

 
 
 
   を押すと計測表示となります。 

 

 設定値を登録中(     を押してから設定一覧表示に戻るまで)は電源を切らないでくだ

さい。 

 

4.5 リニアライズ機能の設定 

≪リニアライズ機能について≫ 

  任意に設定された入力に対して設定した出力（表示値）をします。 

  設定は、入力・出力ともに２１チャンネル（ｃｈ）設定できます。 

 

 [リニアライズ機能の使用] 
  リニアライズ機能の使用は、モード№０「演算機能」で「１：リニアライズ演算」 
  を選択してください。 

 

 [入力％値設定] 

  フルスケール入力の割合（％）で設定します。 

  設定方法は２種類あり、キー操作とアナログ入力信号を直接取り込むティーチング機能

  があります。設定範囲は、０．００～１０５．００％です。 
                                 表７ 

 ０.００％  ～  １００.００％  ～  １０５.００％ 

 ４.０００mA   ２０.０００mA   ２０.８００mA 

 

 キーの使用時 １０５．００％以上の値に変更可能ですが、次ｃｈへの移行および登録は

できません。必ず、１０５．００％以内の値で設定してください。 

 

 ティーチング機能を使用時 ０．００％未満および１０５．００％以上で操作した場合は  

最小・最大値での登録になります。 

 

 複数ｃｈで入力％値設定が同じ場合は最前列ｃｈ設定の出力表示値設定が有効になりま

す。 （例：ｃｈ０３、１１、１９が同じ場合、ｃｈ０３の出力表示値設定が有効） 

 

 入力％値設定「０００．００」は ０％という入力データです、ｃｈスキップ設定ではありま

せん。従って 「０００．００」設定が１つでも設定されていると、０％と直近の入力％値設

定との間でリニアライズが機能します。０％の入力％値設定を経由せずリニアライズを

機能させたい場合は、０％以外を入力している他ｃｈと重複した入力％値設定を入力

してください。（その際、最前列ｃｈの出力表示値設定が有効となりますので注意してく

ださい） 

 

ENT 

ENT ENT 
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[出力表示値設定] 

  表示値で設定します。（キー操作入力） 

  設定範囲は、－９９９９ ～ ９９９９９です。（小数点はモード№０に連動） 

 

 小数点位置を "０．００００" に設定した場合、－０．００００～ －０．９９９９の値は

「         ～         」と表示します。 

 

≪リニアライズ機能の設定のキー操作概要≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪リニアライズ機能の設定のキー操作方法≫ 

 １．   を２秒以上ＯＮすると、「      」表示となります。（設定一覧表示） 

 ２．    を３回押して、｢      ｣表示にしてください。 

 ３．   を押すと、リニアライズ設定となり、ｃｈ１～ｃｈ２１の設定ができます。 

 

操作キー 表示部 操作内容 

   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  Ｌ ｎ．０ １ Ａ 

    ↓   ↑ 

  ０ ０ ０．０ ０ 

 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 

  ○ ○ ○ ○ 

 
    を押すと｢ｃｈ１：入力％値設定｣となります。 

    を押すと１ｃｈの入力タイトルに戻ります。 

 

 ※｢Ｌｎ．０１Ａ｣～｢Ｌｎ．２１Ａ｣の各ｃｈで 

  機能します。 

 

 

 

Mode Mode 

Mode 

RST

ENT

設定一覧表示　「　　　　　　　」 時

設定一覧表示　「　　　　　　　」 

AL 1n. 0 ｃｈ１：入力％値設定00 0.0

ｂL 1n. 0 ｃｈ１：出力表示値設定00 000

Mode

Mode

AL 2n. 0 ｃｈ２：入力％値設定50 2.1

ｂL 2n. 0 ｃｈ２：出力表示値設定05 000

AL 1n. 2 ｃｈ21：入力％値設定00 0.0

ｂL 1n. 2 ｃｈ21：出力表示値設定00 000

Mode

Mode

Mode

Mode

Mode

Mode

Mode

Mode

Mode

0

0

0

Mode

Mode

Mode

Mode

Mode

Mode 

Mode 
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              ＜キー操作を使用する場合＞ 

   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  ０→０→０.→０→０ 

  ↑       ↓ 

  └───────┘ 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 

  ○ ○ ○ ○ 

 
 点滅表示の位置（桁）を右へ移動します。 
 １度押すごとに１つずつ右へ移動します。 

 

 

  

 

   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  ０→０→０.→０→０ 

    ↑ 

    └０～９ 
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 

  ○ ○ ○ ○ 

 

    を押すと点滅表示の数値が１ずつ上がります。 

    ┌ →０→１→・・・→９→   ┐ 

    └─────────────┘ 

    を押すと点滅表示の数値が１ずつ下がります。 

    ┌ →９→８→・・・→０→   ┐ 

    └─────────────┘ 

 

 表示桁Ａの表示範囲は、０～１迄です。 

 表示桁Ｂ～Ｄの表示範囲は、０～９迄です。 

 

 入力％値設定は、各ｃｈとも、必ず１０５．００％

以下に設定してください。１０５．００％を越える

値を設定している場合、出力タイトル移行および

登録ができません。 

 

             ＜ティーチング機能を使用する場合＞ 

 
 
 
 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  ０ ０ ０. ０ ０ 

 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ○ ○ ○ 

 

    を押しながら   を押すと、現在入力されて 

 いるアナログ入力信号を取り込むことも可能です。 

              〔ティーチング機能〕 

 ティーチング後、入力％値設定の表示値は、 

 ティーチングした値（％）を表示します。 

 

 取り込み範囲は必ず、入力レンジに対し、０．００

～１０５．００％の範囲で操作してください。  

０．００％未満または、１０５．００％を越えた値で

操作した場合、最小値および最大値での登録と

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

を 

押しなが

ら 
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  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  Ｌ ｎ．０ １ Ａ 

    ↓ ↑  +  

  Ｌ ｎ．０ １ ｂ 

 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 

  ○ ○ ○ ○ 

 

 
    を押すとｃｈ１の出力タイトルとなります。 
 

    を押すごとに各ｃｈの入力・出力タイトルが 

 順に変化します。        〔昇順動作〕 

    を押しながら   を押すごとに各ｃｈの 

 入力・出力タイトルが逆に変化します。〔降順動作〕 
 
  〔昇順動作〕      〔降順動作〕 
  Ｌｎ．０１Ａ      Ｌｎ．２１ｂ 
     ↓           ↓ 
  Ｌｎ．０１ｂ      Ｌｎ．２１Ａ 
     ↓           ↓ 
  Ｌｎ．０２Ａ      Ｌｎ．２０ｂ 
     ↓           ↓ 
  Ｌｎ．０２ｂ      Ｌｎ．２０Ａ 
     ・           ・ 
     ・           ・ 
  Ｌｎ．２１ｂ      Ｌｎ．０１Ａ 
     ↓           ↓ 
  Ｌｎ．０１Ａ      Ｌｎ．２１ｂ 

 

 
 
 
 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  Ｌ ｎ．０ １ ｂ 

    ↓   ↑ 

  ０ ０ ０ ０ ０ 

 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 

  ○ ○ ○ ○ 

 
    を押すと｢ｃｈ１：出力表示値設定｣と 
 なります。 

    を押すとｃｈ１の出力タイトルに戻ります。 

 

 ※｢Ｌｎ．０１ｂ｣～｢Ｌｎ．２１ｂ｣の各ｃｈで 

  機能します。 

 

 

 
 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  Ｌ ｎ．０ １ ｂ 

    ↓ ↑  + 

  Ｌ ｎ．０ ２ Ａ 

 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 

  ○ ○ ○ ○ 

 

   を押すと昇順動作し、ｃｈ２の入力タイトル 

 となります。 

    を押しながら   を押すと降順動作します。 

 

 ※｢Ｌｎ．０２Ａ｣～｢Ｌｎ．２１ｂ｣の各ｃｈの 

  入力・出力を設定してください。 

 

 

Mode 

Mode 

Mode 

Mode 
Mode 

Mode    

を 

押しなが

ら 

Mode 
Mode 

   

を 

押しな

がら 

Mode 
Mode 

Mode 

ModeMode

Mode

ModeMode

   

を 

押しなが

ら 
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   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  Ｌ ｎ．２ １ ｂ 

      ↓ 

    P ｒ． Ｓ ｔ 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ○ ○ ○ 

 
   で設定値を登録し、設定一覧表示に戻ります。 
 

   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

  Ｌ ｎ．２ １ ｂ 

      ↓ 

    Ｐ ｒ．Ｓ ｔ 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ○ ○ ○ 

 
 設定一覧表示に戻ります。  と異なり、 
 設定値の登録はおこないませんので注意して 
 ください。 

   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

    Ｐ ｒ．Ｓ ｔ 

      ↓ 

    計 測 表 示 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ○ ○ ○ 

 
   を押すと計測表示となります。 
 

 

 設定値を登録中(     を押してから設定一覧表示に戻るまで)は電源を切らないでくだ

さい。 

 
 
≪リニアライズの設定例≫ 
 
 ＜１＞設定を次の通りとします。 
  ・最小入力（ ４．０００ｍＡ）が入力された時の瞬時表示値を「０００００」 
  ・最大入力（２０．０００ｍＡ）が入力された時の瞬時表示値を「１００００」 
 
 ＜２＞リニアライズのデータを設定します。 
                              表８ 
ｃｈ 入力（％） 出力（表示値） 
０１ ０００.００（ 4.000mA） ０００００ 
０２ ０１２.５０（ 6.000mA） ０５０００ 
０３ ０２５.００（ 8.000mA） ０６０００ 
０４ ０３７.５０（10.000mA） ０１０００ 
０５ ０５０.００（12.000mA） ０８０００ 
０６ ０６２.５０（14.000mA） ０３０００ 
０７ ０７５.００（16.000mA） ０６０００ 
０８ ０８７.５０（18.000mA） ０２０００ 
０９ １００.００（20.000mA） １００００ 
１０ １０５.００（20.800mA） １０５００ 

１１～ 
 ２１ 

０００.００（ 4.000mA） ０００００ 

 
 

ENT 

ENT 

ENT 

RST 

ENT 

ENT 

ENT 
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 ＜３＞計測を始めます。瞬時表示値は表８の通りになります。 
 

（瞬時表示値）                                                   図１１ 
              11000                                                        CH10 
              10000                                          CH09 
    ↑         9000                       CH05 
    出         8000 
               7000           CH03                  CH07 
    力         6000   CH02 
               5000 
               4000 
               3000 
               2000                             CH06 
               1000    CH01※         CH04              CH08 
                  0 
                 0.00  12.50   25.00   37.50  50.00  62.50  75.00  87.50 100.00  105.00（％） 
 
                 4.000   6.000     8.000     10.000  12.000   14.000   16.000   18.000   20.000    20.800 （mA） 
 
                                     入 力 →   

 
 ※ｃｈ０１とｃｈ１１～２１の入力％値設定が同じである為、最前列のｃｈ０１が有効 
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4.6 アナログ入出力設定 

≪アナログ(４～２０mA)入力および出力(オプション)設定のキー操作概要≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪アナログ入出力設定のキー操作方法≫ 

    を押しながら電源を入れると、｢   ｣表示となります。（アナログ調整モード） 

 

操作キー 表示部 操作内容 

 

 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
        Ａ ２ 
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 

  ○ ○ ○ ○ 

 

   を押すごとにＡ２～Ａ７までの入力レンジの 
 切換えをおこないます。 

   ┌ →Ａ２→Ａ３→・・・・→Ａ７→ ┐ 

   └────────────────┘ 

 本機は A2 です。 

 

RST 
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  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
        Ａ ２ 
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 

  ○ ○ ○ ○ 

    を押すと表示している入力レンジを登録 

 します。  

 

 レンジ変更した場合、スケーリング設定値が 

初期化します。 

   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
  Ａ．０ １ ２ ３ 
 
      （現 bit データ） 
  ％   HD OV  
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ○ ○ ○ 

 

    を押すとアナログ最小入力値(4.00mA)調整 

 となり、現在入力している入力値（bit データ）を 

 を表示します。 

 

 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
  Ａ．０ １ ２ ３ 
 
   登録中は３回点滅 
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 

  ○ ○ ○ ○ 

 

 登録した入力レンジの最小値を入力しながら、 

    を押すとその時点での入力値（bit データ）を 

 下限入力として登録します。 

 登録中の合図として、bit データが約１秒間に 

 ３回点滅します。 

 bit データ登録中（点滅中）は、キー操作ができま

せん。 

 

 

 

 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
  Ａ．０ １ ２ ３． 
 
          点灯 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 

  ○ ○ ○ ○ 

 

  

 登録された bit データを確認する場合は、 

    を押している間、表示します。 

 

 ※登録されている bit データを表示している時は 

  最下位桁の小数点が点灯します。 

 

 

 

 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
  ｂ．４ ５ ６ ７ 
 

（現 bitデータ） 
  ％   HD OV  
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 

  ○ ○ ○ ○ 

  

    を押すとアナログ最大入力値(20.00mA) 

 となり、現在入力している入力値（bit データ）を 

 表示します。 

Mode 

Mode 

ENT 

ENT 

Mode 

Mode 

Mode 

Mode 
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  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
  ｂ．４ ５ ６ ７ 
 
   登録中は３回点滅 
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 

  ○ ○ ○ ○ 

 

 登録した入力レンジの最大値を入力しながら、 

    を押すとその時点での入力値（bit データ）を 

 上限入力として登録します。 

 登録中の合図として、bit データが約１秒間に 

 ３回点滅します。 

 bit データ登録中（点滅中）は、キー操作ができま

せん。 

 

   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
  ｂ．４ ５ ６ ７． 
 
          点灯 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 

  ○ ○ ○ ○ 

 

 登録された bit データを確認する場合は、 

    を押している間、表示します。 

 

 ※登録されている bit データを表示している時は 

  最下位桁の小数点が点灯します。 

       

 

  

 ※アナログ最小／最大出力調整(アナログ出力オプション付き)。 

 

 

 

 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
  Ｃ．１ ２ Ａ ０ 
 
      （現 bit データ） 
  ％   HD OV  
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 

  ○ ○ ○ ○ 

  

    を押すとアナログ最小出力値(4.00mA) 

 調整となり、現在登録されている最小出力値 

 (bit データ)を表示します。 

   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
  Ｃ．１ ２ Ａ ０ 
 
      （現 bit データ） 
  ％   HD OV  
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ○ ○ ○ 

 最小出力値(4.00mA)になるよう bit データを 

 あわせてください。 

    を押すと〔出力増大〕となります。 

    を押すと〔出力減少〕となります。 

  アナログ最小出力調整の bit データ可変範囲 

  〔０７ｂ０～１ｄ９０〕 

ENT 

ENT 

Mode 

Mode 
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  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
  Ｃ．１ ２ Ａ ０ 
 
   登録中は３回点滅 
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 

  ○ ○ ○ ○ 

 

    を押すとその時点での bit データ（出力）を 

 下限出力として登録します。 

 登録中の合図として、bit データが約１秒間に 

 ３回点滅します。 

 

 bit データ登録中（点滅中）は、キー操作ができま

せん。 

 

   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
  ｄ．Ｅ ｄ ６ ０ 
 
      （現 bit データ） 
  ％   HD OV  
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 

  ○ ○ ○ ○ 

 

    を押すとアナログ最大出力値(20.00mA) 

 調整となり、現在登録されている最大出力値 

(bit データ)を表示します。 

   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
  ｄ．Ｅ ｄ ６ ０ 
 
      （現 bit データ） 
  ％   HD OV  
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ○ ○ ○ 

 最大出力値(20.00mA)になるよう bit データを 

 あわせてください。 

    を押すと〔出力増大〕となります。 

    を押すと〔出力減少〕となります。 

  アナログ最大出力調整の bit データ可変範囲 

  〔Ｅ２７０～Ｆ８５０〕 

 

   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
  ｄ．Ｅ ｄ ６ ０ 
 
   登録中は３回点滅 
 
  ％   HD OV 
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 
  ○ ○ ○ ○ 

 

    を押すとその時点での bit データ（出力）を 

 上限出力として登録します。 

 登録中の合図として、bit データが約１秒間に 

 ３回点滅します。 

 

 bit データ登録中（点滅中）は、キー操作ができま

せん。 

 

 

 

 

 

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 
    計 測 表 示 
 
  ％   HD OV    
  ○   ○ ○ 
  １ ２ ３ ４ 

  ○ ○ ○ ○ 

  

 登録終了後、   を２秒以上押すと、計測表示に 

 移行します。 

 または、電源を再投入してください。 

ENT 

ENT 

Mode 

Mode 
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RST 

  

4.7 初期値設定および初期化 

≪初期値設定および初期化のキー操作方法≫ 

 

 １．   を押しながら電源を投入することにより“   ”表示となり、初期化選択 

   状態となります。 

 

 ２．この時、   を押すと初期化をおこない（「     」表示）、計測動作に移行 

   します。    を押すと、初期化をおこなわず、計測動作に移行します。 

 

 ３．初期化後、各設定値は表１～表５の初期設定値になります。 

   また、ゼロ調整の偏差データも「０」にクリアされます。 

 

 工場出荷時は下表１～５の 設定メモ欄 に記載の設定となっています。(設定メモ欄 に

記載のない場合は 初期設定値 となっています。)                       

初期化をおこなうと現在の設定値がすべて初期設定値となります。初期化をおこなう場

合は、あらかじめ現在の設定値の記録を残してから実行してください。また、アナログ調

整モードでいずれかのデータを変更された場合は、必ず初期化をおこない、モード、スケ

ーリング、プリセット値等を再設定してください。 

 

 正常な動作から急に表示や機能に異常が発生した場合などは、まず動作リセット（Ｐ．

１１参照）をおこなってください。それでも異常な状態がなおらない場合に、上記の方法

で初期化をおこなってください。初期化後、モード、スケーリング、プリセット値等を再

設定してください。 

                                   

 表１ 

モード

No
ｏ． 

初期設定値 設定メモ欄 
設定項目 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

０． 

０    ０ － － － 演算機能の設定 

 ０   － ０ － － 表示方式の設定 

  ０  － － ２ － 小数点位置の設定 

１． 
０    ０ － － － 最下位桁補正の設定 

  ０  － － ０ － 領域ゼロ表示機能の設定 

２．  １． ０  －  ０． ０ － 表示サンプリング時間の設定 

３． 
０    ０ － － － ゼロ調整の設定 

  ０  － － ０ － 
 

外部入力の設定 

４． ０ ０． ０  ０  ０． ０ － 警報出力共通設定（１）：警報出力状態判別時間 

５． ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 警報出力共通設定（２）：表示ヒステリシス値 

６． 

０    １ － － － ＯＵＴ１の設定：出力表示選択 

 ０   － １ － － ＯＵＴ１の設定：上限／下限選択 

  ０  － － ０ － ＯＵＴ１の設定：出力モード 

   ０ － － － ０ ＯＵＴ１の設定：表示ヒステリシス動作 

７． 

０    １ － － － ＯＵＴ２の設定：出力表示選択 

 ０   － ０ － － ＯＵＴ２の設定：上限／下限選択 

  ０  － － ０ － ＯＵＴ２の設定：出力モード 

   ０ － － － ０ ＯＵＴ２の設定：表示ヒステリシス動作 
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８． 

０  
 

  １ － － － ＯＵＴ３の設定：出力表示選択 

 ０   － １ － － ＯＵＴ３の設定：上限／下限選択 

  ０  － － ０ － ＯＵＴ３の設定：出力モード 

   ０ － － － ０ ＯＵＴ３の設定：表示ヒステリシス動作 

９． 

０    １ － － － ＯＵＴ４の設定：出力表示選択 

 ０   － ０ － － ＯＵＴ４の設定：上限／下限選択 

  ０  － － ０ － ＯＵＴ４の設定：出力モード 

   ０ － － － ０ ＯＵＴ４の設定：表示ヒステリシス動作 

A． 
０    ０ － － － アナログ出力：出力表示選択 

  １  － － １ － アナログ出力：出力方式 

 

スケーリング設定値                                 表２ 

初期設定値 設定メモ欄 
設定項目 

A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ A Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

０ ０ ０ ０ ０ ０ 
 

０  ０． ０ ０  最小表示値 

０ ０ ４． ０ ０ ０ ０  ４． ０ ０  最小表示のアナログ入力値 

１ ０ ０ ０ ０ １ ０ 
 

 ０． ０ ０  最大表示値 

０ ２ ０． ０ ０ ０ ２  ０． ０ ０  最大表示のアナログ入力値 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  ０． ０ ０  ０．０％時の瞬時表示値 

１ ０ ０ ０ ０ １ ０  ０． ０ ０  １００．０％時の瞬時表示値 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  ０． ０ ０  領域ゼロ最小表示値 

１ ０ ０ ０ ０ １ ０  ０． ０ ０  領域ゼロ最大表示値 

０ ０ ０ ０ ０ ０ ０  ０． ０ ０  アナログ出力最小表示値 

１ ０ ０ ０ ０ １ ０  ０． ０ ０  アナログ出力最大表示値 

 

 

 リニアライズ設定値                                                     表３ 

No. 初期設定値 設定メモ欄 
設定項目 

ABCDE Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

Ｌｎ．０１Ａ ０ ０ ０． ０ ０      ｃｈ０１入力％ 
Ｌｎ．０１ｂ ０ ０ ０ ０ ０      ｃｈ０１出力表示 

Ｌｎ．０２Ａ ０ １ ２． ５ ０      ｃｈ０２入力％ 

Ｌｎ．０２ｂ ０ ５ ０ ０ ０      ｃｈ０２出力表示 

Ｌｎ．０３Ａ ０ ２ ５． ０ ０      ｃｈ０３入力％ 

Ｌｎ．０３ｂ ０ ６ ０ ０ ０      ｃｈ０３出力表示 

Ｌｎ．０４Ａ ０ ３ ７． ５ ０      ｃｈ０４入力％ 

Ｌｎ．０４ｂ ０ １ ０ ０ ０      ｃｈ０４出力表示 

Ｌｎ．０５Ａ ０ ５ ０． ０ ０      ｃｈ０５入力％ 

Ｌｎ．０５ｂ ０ ８ ０ ０ ０      ｃｈ０５出力表示 

Ｌｎ．０６Ａ ０ ６ ２． ５ ０      ｃｈ０６入力％ 

Ｌｎ．０６ｂ ０ ３ ０ ０ ０      ｃｈ０６出力表示 

Ｌｎ．０７Ａ ０ ７ ５． ０ ０      ｃｈ０７入力％ 

Ｌｎ．０７ｂ ０ ６ ０ ０ ０      ｃｈ０７出力表示 

Ｌｎ．０８Ａ ０ ８ ７． ５ ０      ｃｈ０８入力％ 

Ｌｎ．０８ｂ ０ ２ ０ ０ ０      ｃｈ０８出力表示 

Ｌｎ．０９Ａ １ ０ ０． ０ ０      ｃｈ０９入力％ 

Ｌｎ．０９ｂ １ ０ ０ ０ ０      ｃｈ０９出力表示 

Ｌｎ．１０Ａ １ ０ ５． ０ ０      ｃｈ１０入力％ 

Ｌｎ．１０ｂ １ ０ ５ ０ ０      ｃｈ１０出力表示 



 

47 

 

Ｌｎ．１１Ａ ０ ０ ０． ０ ０      ｃｈ１１入力％ 

Ｌｎ．１１ｂ ０ ０ ０ ０ ０      ｃｈ１１出力表示 

Ｌｎ．１２Ａ ０ ０ ０． ０ ０      ｃｈ１２入力％ 

Ｌｎ．１２ｂ ０ ０ ０ ０ ０      ｃｈ１２出力表示 

Ｌｎ．１３Ａ ０ ０ ０． ０ ０      ｃｈ１３入力％ 

Ｌｎ．１３ｂ ０ ０ ０ ０ ０      ｃｈ１３出力表示 

Ｌｎ．１４Ａ ０ ０ ０． ０ ０      ｃｈ１４入力％ 

Ｌｎ．１４ｂ ０ ０ ０ ０ ０      ｃｈ１４出力表示 

Ｌｎ．１５Ａ ０ ０ ０． ０ ０      ｃｈ１５入力％ 

Ｌｎ．１５ｂ ０ ０ ０ ０ ０      ｃｈ１５出力表示 

Ｌｎ．１６Ａ ０ ０ ０． ０ ０      ｃｈ１６入力％ 

Ｌｎ．１６ｂ ０ ０ ０ ０ ０      ｃｈ１６出力表示 

Ｌｎ．１７Ａ ０ ０ ０． ０ ０      ｃｈ１７入力％ 

Ｌｎ．１７ｂ ０ ０ ０ ０ ０      ｃｈ１７出力表示 

Ｌｎ．１８Ａ ０ ０ ０． ０ ０      ｃｈ１８入力％ 

Ｌｎ．１８ｂ ０ ０ ０ ０ ０      ｃｈ１８出力表示 

Ｌｎ．１９Ａ ０ ０ ０． ０ ０      ｃｈ１９入力％ 

Ｌｎ．１９ｂ ０ ０ ０ ０ ０      ｃｈ１９出力表示 

Ｌｎ．２０Ａ ０ ０ ０． ０ ０      ｃｈ２０入力％ 

Ｌｎ．２０ｂ ０ ０ ０ ０ ０      ｃｈ２０出力表示 

Ｌｎ．２１Ａ ０ ０ ０． ０ ０      ｃｈ２１入力％ 

Ｌｎ．２１ｂ ０ ０ ０ ０ ０      ｃｈ２１出力表示 

 

 

 プリセット設定値                                                  表４ 

 
初期設定値 設定メモ欄 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

ＯＵＴ１ ９ ９ ９ ９ ９ ０ １ ０． ０ ０ 
ＯＵＴ２ ９ ９ ９ ９ ９ ０ ９ ０． ０ ０ 

ＯＵＴ３ ９ ９ ９ ９ ９ ０ ２ ０． ０ ０ 

ＯＵＴ４ ９ ９ ９ ９ ９ ０ ８ ０． ０ ０ 

 
 

モードプロテクト設定値                                表５ 

初期設定値 設定メモ欄 
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 

Ｌ － ｏ Ｆ Ｆ      
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4.8 テストモード 

≪テストモードのキー操作方法≫ 

 

    を押しながら電源を投入することによりテストモードとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Mode 
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5. 仕様 

5.1 型式 

ST-SP323-5-[①] 

① アナログ出力 

空欄：出力なし 

 Ａ ：アナログ出力(４～２０mA)あり 

 

5.2 一般仕様 

【標準仕様】 

項  目 仕   様 

瞬 
時 
表 
示 

 計測種類  瞬時計測（入力電圧、電流に比例した表示をおこなう） 

 計測方式 
 Ａ／Ｄ変換方式   入力計測間隔：約２０ｍｓ 
 分解能約 1/2２000 （フルスケールスパンの入力に対して） 

 スケーリング方式  アナログ最小／最大入力値と最小／最大表示値を設定 

  ゼロ調整機能 
計測表示中     ＋     を２秒以上押すと、現在の表示を“０” 

 に調整       （“モード№３”で設定が必要） 

 

 表示精度 
 フルスケールスパンのアナログ入力に対して、 
±０.１％ F.S.±１digit 

（２３℃±５℃において、電源投入後３０分以後） 

 表示器  赤色ＬＥＤ５桁 文字高：１４mm（ゼロサプレス方式） 

 表示範囲 
 －９９９９～９９９９９ 
（表示オーバー時は「－9999」または「99999」点滅表示 ＯＶランプ点灯） 

 領域ゼロ表示機能 
 任意設定した表示２点間を“０”表示にします。 
（“モード№１”スケーリング設定の領域ゼロ最小/最大表示で設定が必要） 

 小数点表示  小数点以下、０～０．００００の範囲で任意に設定可 

 表示サンプリング時間  表示を０.１秒～１０．０秒で平均化（任意に設定可） 

 最下位桁補正  最下位桁表示を、通常、０固定、０または５ から選択 

割
合
表
示 

 換算方式 ０．０％，１００．０％時の瞬時表示値の 2 点間を表示スケーリング換算 

 表示範囲 
 －９９９．９～９９９．９    ※ 小数点位置は０．０固定 

（表示オーバー時は「－999．9」または「999．9」点滅表示  ＯＶランプ点灯） 

 割合表示ランプ  割合表示値を表示中点灯（フロント部    にて瞬時表示に切換え） 

リニ
アラ
イズ 

 機能選択 
 リニアライズ機能の有効／無効を選択（“モード№０”にて選択） 

 ※ 割合表示にも依存します。 

設定方法 

 折線近似値（２１ｃｈ設定可） 
 入力は０．００～１０５．００％で任意に各ｃｈごとに設定可 

 出力表示は－９９９９～９９９９９で任意に各ｃｈごとに設定可 

 （出力表示の小数点は、小数点表示設定値に連動） 

 

ENT 
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セ 
ン 
サ 
入 
力 

 入力電流範囲  アナログ電流入力：ＤＣ４mA～２０mA   入力抵抗 約２５０Ω 

 入力温度特性  ± ５０ｐｐｍ／℃ （０～５０℃） 
 ± ５０ｐｐｍ／℃ （０～５０℃）  センサ供給電源  ＤＣ＋２４Ｖ（±５％） １５０ｍＡ ＭＡＸ出力 

 断線検知機能 

 ｢入力信号≦－２０％Ｆ.Ｓ.｣となった場合に断線と判断し、瞬時表示／ 

 割合表示とも「－ － － － －点滅｣ 

 
 ※断線検知は「－ － － － －点滅｣のみでモード№９の断線検知出力 

  は機能しません。 

外 
部 
入 
力 

 外部入力機能 

 表示ホールド・ピークホールド・ボトムホールド・入力幅表示・ 
 強制ゼロ機能を選択 （“モード№３”にて選択） 
 外部入力（端子台６－７間）ＯＮの間機能 ５０ｍＳ以上ＯＮで機能 

 （ＯＮ時、ＨＤランプ点灯） 

 入力信号 ＮＰＮオープンコレクタ出力、または有接点出力を受付け 

警
報 
出 
力 

 出力端子 
 端子台１－２－３（ＯＵＴ１）、１４－１５－１６（ＯＵＴ２） 
 より出力 

 比較方式  上限・下限（即）・下限（遅延）より選択 

 出力モード  比較・保持より選択 

 出力選択  機能停止、瞬時表示、割合表示より選択 

 プリセット値  プリセット値設定モードにより設定 

 出力判定  表示値とプリセット値の比較で判定出力 

 出力方式 

 リレー１ｃ接点出力２段 
 [定格制御容量／最大許容電力] 
  ＡＣ１２５Ｖ ０．６Ａ （抵抗負荷） 
  ＡＣ２５０Ｖ ０．３Ａ （抵抗負荷） 
  ＤＣ ３０Ｖ ２Ａ   （抵抗負荷）／６０Ｗ  ＭＡＸ 
 [最大制御電流] 
   ２Ａ ＭＡＸ 
 
 ※ 定格制御容量／許容電力および制御電流２Ａ内で使用可 

 出力表示  各警報出力中、ＯＵＴ１、ＯＵＴ２ランプが点灯 

 出力リセット  フロント部     ２秒以上ＯＮ 

 表示ヒステリシス値  ０～３９９９（小数点を無視した４桁） 

 表示ヒステリシス動作  無効・有効より選択   ※出力モードが“比較”時のみ動作可 

 警報出力状態 
 判別時間 

出力領域に入ってから任意設定時間（０．０～９９．９秒）継続して 

出力領域の場合に出力 

そ 
の 
他 

 データバックアップ 
 各モード設定値をＦＲＡＭに書き込み 
 （書き換え回数１０万回以内、約１０年間保持） 

モードプロテクト機能 
 モードプロテクト設定による切換え選択 
「Ｌ－ｏＦＦ」設定で変更可、「Ｌ－ｏｎ 」設定で変更不可 

 ウォームアップタイム  電源投入後３０分以上 

 電源  ＤＣ１２～２４Ｖ（±１０％） 

 消費電力  約１０Ｗ 以下 

 使用温湿度範囲  ０～５０℃ ３０～８０％RH（但し結露しないこと） 

 質量・外形寸法  約３７０ｇ Ｗ９６×Ｈ４８×Ｄ１３０mm（突起部含まず） 

 ケース材質  ＡＢＳ樹脂ガラス入り 端子台（ＰＢＴ：黒） 

 本体色  灰色 

 保護等級  ＩＰ６６相当（前面部） 

 

 

／７５ＶＡ ＭＡＸ 

RST 
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【オプション仕様】 

 ＜アナログ出力仕様：Ａ オプション＞ 

ア
ナ
ロ
グ
出
力 

出力端子 端子台１９－２０より出力 

出力設定  アナログ出力最小時の表示値、最大時の表示値を設定 

出力形態 ＤＣ４～２０ｍＡ 負荷抵抗５００Ω以下 

出力タイミング  表示値に同期、表示サンプリング時間に同期 より選択 

出力精度 
表示値に対し±０．１％Ｆ.Ｓ.（表示フルスパン時） 
（２３℃±５℃において、電源投入後３０分以後） 

出力温度特性  ±５０ｐｐｍ／℃ （０～５０℃） 

出力応答  約１ｍｓ（但し、出力変化が９０％到達までの時間として） 

 最大出力分解能 
 Ｄ／Ａ変換方式  
 最大 ５５０００ 分解能  

出力範囲 

 フルスパンに対して０％～１０２．４％（４～２０．３８４ｍＡ） 

 まで出力します。 

 
 ※オーバー表示｢－９９９９ 点滅｣ｏｒ｢９９９９９ 点滅｣となると、 

  強制的に０％ ｏｒ １０２．４％で出力 
  スケーリングに対する出力勾配は、スケーリング設定に依存 
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5.3 外形寸法図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 １２ 外形寸法図 
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6. 付録 

6.1 トラブルシュート 

 

Ｎｏ． 
現  象 点 検 方 法 対 策 と 処 置 

１  表示器が点灯しな 

 い。 

 →後部の端子への接続は 

  正しい位置に配線され、 

  ネジは確実に締まって 

  いるか？ 

  電源接続は正しいか？ 

 →端子台の接続方法を参照しながら 

  正しい接続を行う。 

  （Ｐ．９参照） 

       ↓ 

  それでもなおらない場合は、 

  弊社での修理が必要です。 

  取扱店または弊社へご連絡く

ださい。 
２  ＬＥＤ点灯異常 

 スイッチ動作異常 

 警報出力 異常 

アナログ出力異常 

 →テストモードにより 

  チェック（Ｐ.４８参照） 

 →初期化をおこなってください。 

  （Ｐ.４５参照） 

       ↓ 

 初期化でなおらない場合や、何度も 

 発生する場合は弊社へご連絡く 

 ださい。 

３  "０"表示のまま  →モード設定は正しいか？ 

       ↓ 

 →センサ入力は正常か？ 

       ↓ 

   

 →センサの出力信号形態と 

  メータの入力方式が合っ 

ているか？ 

 →設定された値が有効表示範囲外   

である。 

 →センサの端子接続を再確認し、締め   

直しをする。テストモードにより 

  疑似入力テストをする。（Ｐ.４８参照） 

→取扱説明書を確認、または弊社に 

  ご相談ください。 

       ↓ 

  それでもなおらない場合は、 

  弊社へご連絡ください。 

４  "９９９９９" 

" ９９９９" 

"－９９９９" 

 全桁点滅 

 「エラー表示」 

 →表示値の設定間違い 

       ↓ 

 →表示の有効範囲をこえて 

  いる 

       ↓ 

→ノイズの影響 

 →スケーリング設定値を変更する。 

  （Ｐ．２８～３５参照） 

 →スケーリング設定値を変更する。 

  （Ｐ．２８～３５参照） 

 

 →ノイズ対策を行って下さい。 

       ↓ 

  それでもなおらない場合は 

  弊社へご連絡ください。 
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本資料に記載された製品は、極めて高度の信頼性を要する用途（医療機器、車両、航空宇宙、

原子力制御など）に対応する仕様にはなっておりません。そのような用途への使用をご検討の場

合は事前に当社営業窓口までご相談ください。 

当社は品質、信頼性の向上に努めてまいりますが、一般に電子機器は誤動作あるいは故障

することがあります。当社製品をご使用いただく場合は、製品の誤動作や故障により、生命、身

体、財産が侵害されることのないように、購入者側の責任において、装置やシステム上での十分

な安全設計を行っていただくようお願いします。 

 

本製品の保証期間は納入後 1 年間といたします。万一、保証期間内に本製品に当社側の責に

よる故障が発生した場合、ご返却いただいた製品を無償にて修理または代替品をお送りします。

ただし、下記の場合は保証の範囲外とさせていただきます。 

 不適当な条件、環境、取扱い、使用による場合 

 納入品以外の原因による場合 

 当社以外による改造または修理の場合 

 当社出荷当時の技術では予見することが不可能な現象に起因する場合 

 天災、災害などによる場合 

また、ここでいう保証は納入された本製品単体の保証に限るもので、本製品の故障により誘発さ

れる損害は除外させていただくものとします。 

 

 

 

販売元 製造元 

 

 

〒554-8691 大阪市此花区島屋 4-2-51 

TEL:06(6465)5561 FAX:06(6465)5921 

 

 

〒593－8311 大阪府堺市西区上 123-1 

TEL:072-274-6001 FAX:072-274-6005 
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